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明 細 書

発明の名称 ：圧力センサ

技術分野

[0001 ] 本発明は、圧力センサに関する。

背景技術

[0002] 液封型の半導体圧力センサに内蔵されるセンサュニッ卜は、例えば、特許

文献 1 に示されるように、継手部内に支持され圧力検出室と後述する液封室

とを隔絶するダイャフラムと、ダイヤフラムの上方に形成され圧力伝達媒体

としてのシ リコーンオイルを貯留する液封室と、液封室内に配されダイヤフ

ラムを介 しシリコーンオイルの圧力変動を検出するセンサチップと、センサ

チップを支持するチップマウン卜部材と、ハウジングの貫通孔におけるチッ

プマウン卜部材の周囲を密封するハ一メチックガラスと、センサチップから

の出力信号の送出およびセンサチップへの電力供給を行う端子群とを主な要

素として含んで構成されている。

[0003] 端子群を整列させる端子台は、樹脂材料、例えば、ポリプチレンテレフタ

レ一 卜 （P B T ) を主成分とする樹脂で成形されている。端子台は、端子群

が揷入される複数個の孔とともに、内側に所定の容積の空洞部を有 している

。端子台の下端面は、ハウジングの上端面に、シリコーン系接着剤により接

着されている。これにより、所定の厚さを有する環状の接着層がハウジング

の上端面に形成されることとなる。

[0004] 上述のようなセンサチップの内部回路は、静電気放電 （E S D ) に起因し

た高電圧により破壊される場合がある。上述のセンサュニッ卜においては、

例えば、上述の継手部およびエレメン卜本体からセンサチップに至る経路、

あるいは、外部 リー ド線および端子群からセンサチップに至る経路を通 じて

静電気放電に起因した高電圧がセンサチップの内部回路に印加される虞があ

る。このような場合の対策として、例えば、特許文献 1 に示されるように、

シリコーン系接着剤からなる静電気保護層が被覆層および接着層により形成



されている。即ち、シリコーン系接着剤からなる被覆層が、端子群が突出す

るハ一メチックガラスの上端面全体に所定の厚さで形成されている。また、

上述の環状の接着層が、ハウジングの上端面に形成されている。

[0005] このようにシリコ一ン系接着剤により静電気保護層が形成されることによ

り、 E S D保護回路の有無に影響されることなく、センサユニットの静電気

耐力が、向上することとなる。

先行技術文献

特許文献
[0006] 特許文献1 ：国際公開第 2 0 1 5 / 1 9 4 1 0 5 号公報

特許文献2 ：特許第3 9 8 7 3 8 6 号公報

発明の概要
[0007] 上述の端子台の下端面が、ハウジングの上端面にシリコーン系接着剤によ

り接着される場合、接着剤の種類によって所定の温度まで加熱される。この

ような場合、ポリプチレンテレフタレ一卜で成形された端子台において、雰

囲気中から内部に取り込まれた水分が加熱により気化し気泡となつて端子台

から外部に出る虞がある。これにより、端子台から外部に出た気泡が、ハウ

ジングの上端面に隣接した端子台の下端面とハ一メチックガラスの上端面と

の間に、滞留し、接着層および被覆層が固化したとき、気泡が被覆層内に取

り込まれる。その結果、その気泡によって被覆層の膜厚の薄い部分が部分的

に形成されることとなる。

[0008] また、端子台の接着面とハウジングの上端面 （被接着面）との間の表面あ

らさに起因した微細な凹部内の空気が、加熱により端子台の接着面とハウジ

ングの上端面との間から被覆層内に押し出される。その結果、接着層および

被覆層が固化したとき、気泡が被覆層内に取り込まれるので気泡によって被

覆層の膜厚の薄い部分が形成されることとなる。

[0009] 従って、固化した被覆層内に複数の気泡が形成されることによって、被覆

層の膜厚の薄い部分が部分的に形成されることにより、センサュニッ卜の静

電気耐力が、低下する虞がある。



[001 0] 以上の問題点を考慮 し、本発明は、圧力センサであ って、絶縁性接着剤 に

よ り静電気保護層が形成 される場合、気泡が静電気保護層内に形成 されるこ

とを抑制で きる圧力センサを提供することを目的 とする。

[001 1] 上述の 目的を達成するために、本発明に係 る圧力センサは、圧力を検 出 し

検 出出力信号 を送出するセンサチ ップと、センサチ ップか らの信号 を送出す

る少な くとも 1 本の出力用端子 と、 出力用端子を支持するハ一メチ ックガラ

スを含むハ ウジングと、 出力用端子が突出するハ一メチ ックガラスの端面 を

被覆する被覆層 と、 を含んでなるセンサユニ ッ トと、ハ ウジングの端面 に接

着 される接着面 を有する端子整列部材 と、センサユニ ッ トと、 を収容するセ

ンサユニ ッ ト収容部 と、 を備 え、端子整列部材の接着面が、接着面およびハ

ウジングの端面相互間に所定の隙間を形成するように、ハ ウジングの端面 に

対 し傾斜 し、隙間が、ハ ウジングの内周面か ら離隔するにつれて大 となるこ

とを特徴 とする。

[001 2] また、空洞部が、端子整列部材 と被覆層 との間に形成 されるものであ って

もよい。端子整列部材の接着面は、接着面およびハ ウジングの端面相互間に

所定の隙間を形成するように、ハ ウジングの傾斜面 に当接 される傾斜面 を有

するものでもよい。端子整列部材の接着面は、接着面およびハ ウジングの端

面相互間に所定の隙間を形成するように、ハ ウジングの傾斜面 に当接 される

突起部 を有するものでもよい。

[001 3] さ らに、本発明に係 る圧力センサは、圧力を検 出 し検 出出力信号 を送出す

るセンサチ ップと、センサチ ップか らの信号 を送出する少な くとも 1 本の出

力用端子 と、 出力用端子を支持するハ一メチ ックガラスを含むハ ウジングと

、 出力用端子が突出するハ一メチ ックガラスの端面 を被覆する被覆層 と、 を

含んでなるセンサュニ ッ 卜と、ハ ウジングの端面 に接着 される接着面 を有す

る端子整列部材 と、センサユニ ッ トと、 を収容するセンサユニ ッ ト収容部 と

、 を備 え、端子整列部材の接着面は、接着面およびハ ウジングの端面相互間

に所定の隙間を形成するように位置出 し部 を備 えることを特徴 とする。

[0014] 接着層が、端子整列部材の外周面、 および、ハ ウジングの被接着面 に連な



る平面に臨む部分に、さらに形成されてもよい。

[001 5] 本発明に係る圧力センサによれば、端子整列部材の接着面が、ハウジング

の端面相互間に所定の隙間を形成するように、ハウジングの端面に対 し傾斜

し、隙間が、ハウジングの内周面から離隔するにつれて大となるので接着面

に滞留する空気が外部に放出され、従 って、絶縁性接着剤により静電気保護

層が形成される場合、気泡が静電気保護層内に形成されることを抑制できる

図面の簡単な説明

[001 6 ] [ 図 1] 図 1 は、本発明に係る圧力センサの一例のセンサユニッ トの要部を、部

分的に拡大 して示す部分断面図である。

[ 図2] 図 2 は、本発明に係る圧力センサの一例の構成を示す断面図である。

[ 図3A] 図 3 A は、図 2 に示される圧力センサに用いられる端子台の他の一例

の要部を部分的に拡大 して示す部分断面図である。

[ 図3B] 図 3 B は、図 3 A に示される端子台の下面図である。

[ 図4A] 図 4 A は、図 2 に示される圧力センサに用いられる端子台のさらなる

他の一例の要部を部分的に拡大 して示す部分断面図である。

[ 図4B] 図 4 B は、図 2 に示される圧力センサに用いられる端子台のさらなる

他の一例の要部を部分的に拡大 して示す部分断面図である。

[ 図4C] 図 4 C は、図 2 に示される圧力センサに用いられる端子台のさらなる

他の一例の要部を部分的に拡大 して示す部分断面図である。

発明を実施するための形態

[001 7 ] 図 2 は、本発明に係る圧力センサの一例の構成を概略的に示す。

[001 8 ] 図 2 において、圧力センサは、圧力が検出されるべき流体が導かれる配管

に接続される継手部材 3 0 と、継手部材 3 0 のべ一スプレー 卜2 8 に連結さ

れ後述するセンサユニッ トを収容 しセンサチップからの検出出力信号を所定

の圧力測定装置に供給するセンサュニッ 卜収容部 と、を含んで構成されてい

る。

[001 9] 金属製の継手部材 3 0 は、上述の配管の接続部の雄ね じ部にね じ込まれる



雌ね じ部 3 0 f s を内側 に有 している。雌ね じ部 3 0 f s は、矢印 P の示す

方向か ら供給される流体を後述する圧力室 2 8 A に導 く継手部材 3 0 のポー

卜3 0 a に連通 している。ポ一 卜3 0 a の一方の開口端は、継手部材 3 0 の

ベ一スプレー 卜2 8 とセンサュニ ッ 卜のダイヤフラム 3 2 との間に形成 され

る圧力室 2 8 A に向けて開口 している。

[0020] センサユニ ッ ト収容部の外郭部は、カバ一部材 と しての円筒状の防水ケ一

ス 2 0 により形成 されている。防水ケース 2 0 は、センサユニ ッ ト、および

、センサュニ ッ 卜の周囲に充填 される封止材 2 6 が配される収容空間 2 0 A

を内側 に有 している。

[0021 ] 樹脂製の防水ケース 2 0 の下端部 には、開口部 2 0 b が形成 されている。

内側 となる開口部 2 0 b の周縁の段差部 には、継手部材 3 0 のべ一スプレー

卜2 8 の周縁部が溶着 されている。

[0022] 圧力室 2 8 A 内には、継手部材 3 0 のポ一 卜3 0 a を通 じて流体 と しての

気体 または液体、あるいは、冷媒が供給される。センサュニ ッ 卜のハ ウジン

グ 1 2 の下端面は、ベ一スプレー 卜2 8 の周縁部 に溶着 されている。

[0023] 圧力室 2 8 A 内の圧力を検 出 し検 出出力信号を送出するセンサュニ ッ 卜は

、円筒状のハ ウジング 1 2 と、圧力室 2 8 A とハ ウジング 1 2 の内周部 とを

隔絶する金属製のダイヤフラム 3 2 と、複数の圧力検 出素子を有するセンサ

チ ップ 1 6 と、接着剤層 5 0 を介 してセンサチ ップ 1 6 を一端部で支持する

金属製のチ ップマウン ト部材 1 8 と、センサチ ップ 1 6 に電気的に接続され

る入出力端子群 4 0 a i ( i = 1 〜 8 ) と、入出力端子群 4 0 a i およびォ

ィル充填用パイプ4 4 をチ ップマウン ト部材 1 8 の外周面 とハ ウジング 1 2

の内周面 との間に固定するハ一メチ ックガラス 1 4 と、 を主な要素 と して含

んで構成 されている。

[0024] ダイヤフラム 3 2 は、上述の圧力室 2 8 A に向き合 うハ ウジング 1 2 の一

方の下端面に支持 されている。圧力室 2 8 A に配されるダイヤフラム 3 2 を

保護するダイヤフラム保護カバ一 3 4 は、複数の連通孔 3 4 a を有 している

。ダイヤフラム保護カバ一 3 4 の周縁は、ダイヤフラム 3 2 の周縁 とともに



溶接によりステンレス鋼製のハウジング 1 2 の下端面に接合されている。

[0025] 金属製のダイヤフラム3 2 と向かい合うセンサチップ 1 6 およびハ一メチ

ックガラス 1 4 の端面との間に形成される液封室 1 3 には、例えば、圧力伝

達媒体として所定量のシリコーンオイル P M、または、フッ素系不活性液体

がオイル充填用パイプ4 4 を介 して充填されている。なお、オイル充填用パ

イブ4 4 の一方の端部は、オイル充填後、二点鎖線で示されるように、押 し

潰され閉塞される。

[0026] シリコーンオイルは、例えば、シロキサン結合と有機質のメチル基とから

なるジメチルポリシ口キサン構造を持つシリコーンオイルとされる。フッ素

系不活性液体は、例えば、パ一フルォロカ一ボン構造をもつ液体、および、

ハイ ド口フルォロェ一テル構造をもつ液体、または、三フッ化塩化エチレン

の低重合物であって、主鎖にフッ素および塩素が結合 し、両端がフッ素、塩

素の構造を有するものでもよい。

[0027] ハ一メチックガラス 1 4 の端部に形成される凹部に配されるセンサチップ

1 6 とダイヤフラム3 2 との間には、さらに、金属製の電位調整部材 1 7 が

ハ一メチックガラス 1 4 の下端面に支持されている。電位調整部材 1 7 は、

例えば、特許文献 2 にも示されるような、連通孔を有 しセンサチップ 1 6 の

回路のゼロ電位に接続される端子に接続されている。

[0028] 入出力端子群 4 0 a i ( i = 1〜 8 ) は、 2 本の電源用端子と、 1本の出

力用端子と、 5 本の調整用端子とから構成されている。各端子の両端部は、

それぞれ、上述のハ一メチックガラス 1 4 の端部に形成される凹部と後述す

る端子台 2 4 の孔 2 4 b とに向けて突出している。 2 本の電源用端子と、 1

本の出力用端子とは、接続端子 3 6 を介 して各 リー ド線 3 8 の芯線 3 8 a に

接続されている。各 リー ド線 3 8 は、所定の圧力測定装置に接続される。な

お、図 2 においては、 8 本の端子うちの4 本の端子だけが示されている。入

出力端子群 4 0 a i と後述するセンサチップ 1 6 との間は、ボンディングヮ

ィャW i で接続されている。

[0029] センサチップ 1 6 は、複数の圧力検出素子を有 し、例えば、チップマウン



卜部材 1 8 の一端部 に接着剤層 5 0 を介 して接着 されている。

[0030] 入出力端子群 4 0 a i を整列させる端子台 2 4 は、樹脂材料、例えば、ポ

リブチ レンテ レフタ レ一 卜 （P B T ) を主な成分 と して成形 されている。端

子台 2 4 は、入出力端子群 4 0 a i が挿入される複数個の孔 2 4 b とともに

、内側 に所定の容積の空洞部 2 4 A を有 している （図 1 参照）。所定の容積

を有する空洞部 2 4 A は、円筒状の基端部 2 4 P E の内周面 2 4 I S と、そ

の基端部 2 4 P E を連結する端子整列部 2 4 T におけるハ一メチ ックガラス

1 4 の上端面 1 4 U E に向き合 う面 と、ハ一メチ ックガラス 1 4 の上端面 と

により囲まれて形成 されている。内周面 2 4 I S は、端子台 2 4 の基端部 2

4 P E の下端面 2 4 T S と所定の角度で交差するように、所定の勾配を有 し

ている。上述の端子整列部 2 4 T は、互いに離隔 した複数個の孔 2 4 b を有

し上述の基端部 2 4 P E と直交するように一体に成形 されている。

[0031 ] 端子整列部 2 4 T におけるハ一メチ ックガラス 1 4 の上端面 1 4 U E に向

き合 う内周面には、ハ一メチ ックガラス 1 4 に向けて突出する環状の突起部

2 4 d が形成 されている。突起部 2 4 d の突出長さは、被覆層 1 O b の粘性

等に応 じて設定されている。 このように環状の突起部 2 4 d が形成 されるこ

とにより、被覆層 1 O b が形成 されるとき、塗布 された被覆層 1 O b の一部

が、表面張力により突起部 2 4 d と端子台 2 4 の空洞部 を形成する内周面で

あってハ一メチ ックガラス 1 4 の上端面 1 4 U E に略直交する内周面 との間

の狭い空間内に引っ張 られ保持 されるので被覆層 1 0 b が端子台 2 4 の空洞

部内における一方側 に偏 ることな く均一に塗布 されることとなる。

[0032] 接着面 と しての端子台 2 4 の基端部 2 4 P E の下端面 2 4 T S は、ハ ウジ

ング 1 2 の上端面 1 2 T S に対 し所定の角度 をなす傾斜面を有 している。そ

の傾斜面は、ハ ウジング 1 2 の上端面 1 2 丁3 の端 と内周面 1 2 I S とが交

わる環状の交線 1 2 E P で当接 されている。

[0033] 下端面 2 4 T S の傾斜面 とハ ウジング 1 2 の上端面 1 2 T S との間に形成

される隙間は、ハ ウジング 1 2 の内周面 1 2 I S (交線 1 2 E P ) か ら離隔

するにつれて徐 々に大 となる。端子台 2 4 の基端部 2 4 P E の下端面 2 4 T



S は、被接着面としてのハウジング 1 2 の上端面 1 2 T S に、シリコーン系

接着剤により接着されている。これにより、所定の厚さを有する環状の接着

層 1 0 a および接着層 1 0 c が、ハウジング 1 2 の上端面 1 2 T S に形成さ

れることとなる。

[0034] ハウジング 1 2 の上端面 1 2 丁3 の端と内周面 1 2 I S とが交わる環状の

交線 1 2 E P は、ハ一メチックガラス 1 4 の上端面 1 4 U E よりも高い位置

に形成されている。

[0035] その際、端子台 2 4 の基端部 2 4 P E の下端面 2 4 T S と基端部 2 4 P E

の内周面 2 4 I S とが交わる環状の交線 2 4 E P の位置は、ハウジング 1 2

の内周面 1 2 I S (交線 1 2 E P ) よりも入出力端子群 4 0 a i に近い位置

とされる。

[0036] また、入出力端子群 4 0 a i が突出するハ一メチックガラス 1 4 の上端面

1 4 U E全体には、シリコーン系接着剤からなる被覆層 1 0 b が所定の厚さ

で形成されている。

[0037] 被覆層 1 0 b の厚さは、図 1 に部分的に拡大されて示されるように、入出

力端子群 4 0 a i の周囲から離隔 し基端部 2 4 P E の内周面 2 4 I S に近づ

くにつれて入出力端子群 4 0 a i の周囲の厚さに比 して徐々に大となってい

る。被覆層 1 O b の上方には、空洞 2 4 A 内の空気層が形成されている。

[0038] 圧力センサにおいて、端子台 2 4 が、ハ一メチックガラス 1 4 および入出

力端子群 4 0 a i などが一体とされたハウジング 1 2 に接着される場合、例

えば、端子台 2 4 およびハウジング 1 2 が防水ケース 2 0 内に未だ装着され

ていない状態で行われる。上述の接着層 1 0 a および接着層 1 0 c 、被覆層

1 0 b が形成されるにあたっては、所定量のシリコーン系接着剤がハ一メチ

ックガラス 1 4 の上端面およびハウジング 1 2 の内周縁近傍に塗布された後

、端子台 2 4 の基端部 2 4 P E の下端面 2 4 T S がハウジング 1 2 の上端面

1 2 T S に載置される。これにより、ハ一メチックガラス 1 4 の上端面およ

びハウジング 1 2 の内周縁近傍に塗布された接着剤の一部が、端子台 2 4 の

基端部 2 4 P E の下端面 2 4 T S で押圧され、ハウジング 1 2 の上端面 1 2



T S における端子台 2 4 の基端部 2 4 P E の外周面に押 し出される。そ して

、端子台 2 4 およびシ リコー ン系接着剤が、所定の温度で加熱 されることに

より、固化 した接着層 1 0 a および接着層 1 O c 、被覆層 1 O b が形成 され

る。接着層 1 0 c が形成 されることにより、接着剤の塗布の有無、および、

接着剤の硬化状態の確認が可能 となる。

[0039] 上述 したように、下端面 2 4 T S の傾斜面 とハ ウジング 1 2 の上端面 1 2

T S との間に形成 される隙間は、ハ ウジング 1 2 の内周面 1 2 I S (交線 1

2 E P ) か ら離隔するにつれて徐 々に大 となるように形成 されているので図

1 に示される矢印の示す方向に、接着層 1 0 a 内の空気がその隙間を通 じて

容易に雰囲気中に押 し出されるとともに、接着層 1 O c 内の空気が雰囲気中

に放出される。 また、仮 に、雰囲気中か ら端子台 2 4 に取 り込 まれた水分が

加熱 により気化され空気が被覆層 1 O b 内に押 し出され、そのような空気が

気泡 と して被覆層 1 0 b 内に発生 した場合であっても、気泡が被覆層 1 O b

内に滞留することな く、被覆層 1 O b が固化する以前 に、気泡が直上の空洞

2 4 A 内の空気層内に導かれることとなる。従 って、被覆層 1 O b が固化 し

た場合、センサユニ ッ トの静電気耐力が、低下するような所定量以上の気泡

が固化 した被覆層 1 0 b 内に取 り込 まれる虞がない。

[0040] また、ハ ウジング 1 2 の上端面 1 2 T S およびハ一メチ ックガラス 1 4 の

上端面全体には、接着層 1 0 a 、被覆層 1 0 b 、 および、接着層 1 O c か ら

なるシ リコー ン系接着層が静電気保護層 と して形成 されることとなる。従 つ

て、 このようにシ リコ一ン系接着剤 により静電気保護層が形成 されることに

より、 E S D保護回路の有無に影響 されることな く、センサユニ ッ トの静電

気耐力が、向上することとなる。

[0041 ] なお、被覆層 1 O b は、ハ一メチ ックガラス 1 4 の上端面全体に形成 され

ているが、斯かる例 に限 られることな く、例えば、被覆層 1 O b が、ハ一メ

チ ックガラス 1 4 の上端面における入出力端子群 4 0 a i とハ ウジング 1 2

の内周面 1 2 I S との間の環状領域 C A だけに少な くとも形成 されるように

静電気保護層が構成 されてもよい。



[0042] 上述のシリコーン系接着剤は、例えば、柔軟性のある付加型の一成分系で

あるものが好ましい。シリコーン系接着剤は、例えば、低分子シロキサン結

合を有する接着剤とされる。また、シ リコーン系接着剤とシ リコーンオイル

とが相性がよいのでシリコ一ン系接着剤にシリコ一ンオイル等が万一混 じり

あった場合であっても、シ リコーン系接着剤の接着性が悪化する虞がない。

[0043] 端子整列部材としての端子台 2 4 の外周面、および、端子台 2 4 に連結さ

れ上述の端子整列部 2 4 T の孔 2 4 b および端子台 2 4 の上部の開口端を覆

うエン ドキャップ2 2 の外周面と防水ケース 2 0 の内周面との間、また、防

水ケース 2 0 の内周面とハウジング 1 2 の外周面との間には、封止材 2 6 が

、所定量、充填されている。端子台 2 4 およびエン ドキャップ2 2 は、上述

のセンサュニッ卜を挟んで継手部材 3 0 のべ一スプレー 卜2 8 と向き合って

防水ケース 2 0 内に配置されている。

[0044] エン ドキャップ2 2 の上端面は、防水ケース 2 0 の開口端から上方に向け

て突出している。即ち、エン ドキャップ2 2 の上端面の位置は、防水ケース

2 0 の開口端面の位置よりも高い位置となる。

[0045] 上述の図 1 に示される例においては、端子台 2 4 の下端面 2 4 T S の傾斜

面とハウジング 1 2 の上端面 1 2 T S とが、ハウジング 1 2 の上端面 1 2 T

S の端と内周面 1 2 I S とが交わる環状の交線 1 2 E Pで当接されているが

、斯かる例に限られることなく、例えば、図3 A および図3 B に示されるよ

うに、端子台 2 4 の下端面 2 4 T S が位置出し部 2 4 Pで被接着面と

してのハウジング 1 2 の上端面 1 2 T S で当接されるように構成されて

もよい。なお、図3 A において、図 1 に示される例における構成要素と同一

の構成要素について同一の符号を付 して示 し、その重複説明を省略する。

[0046] 入出力端子群 4 0 a i を整列させる端子台 2 4 は、樹脂材料、例えば、

ポリプチレンテレフタレ一 卜 （P B T ) を主な成分として成形されている。

端子台 2 4 は、入出力端子群 4 0 a i が挿入される複数個の孔 2 4 b と

ともに、内側に所定の容積の空洞部 2 4 A を有 している。所定の容積を有

する空洞部 2 4 A は、円筒状の基端部 2 4 P E の内周面 2 4 I S と、



その基端部 2 4 P E を連結する端子整列部 2 4 T におけるハ一メチック

ガラス 1 4 の上端面 1 4 U E に向き合う面と、ハ一メチックガラス 1 4 の上

端面 1 4 U E とにより囲まれて形成されている。内周面 2 4 I S は、端子

台 2 4 の基端部 2 4 P E の下端面 2 4 T S と所定の角度で交差するよ

うに、所定の勾配を有 している。上述の端子整列部 2 4 T は、互いに離隔

した複数個の孔 2 4 b を有 し上述の基端部 2 4 P E と直交するように一

体に成形されている。

[0047] 端子整列部 2 4 T におけるハ一メチックガラス 1 4 の上端面 1 4 U E に

向き合う内周面には、ハ一メチックガラス 1 4 に向けて突出する環状の突起

部 2 4 d が形成されている。突起部 2 4 d の突出長さは、被覆層 1 O b

の粘性等に応 じて設定されている。このように環状の突起部 2 4 d が形成

されることにより、被覆層 1 O b が形成されるとき、塗布された被覆層 1 0

b の一部が、表面張力により突起部 2 4 d と端子台 2 4 の空洞部を形成

する内周面であってハ一メチックガラス 1 4 の上端面 1 4 U E に略直交する

内周面との間の狭い空間内に引っ張られ保持されるので被覆層 1 0 b が端子

台 2 4 の空洞部内における一方側に偏ることなく均一に塗布されることと

なる。

[0048] 接着面としての端子台 2 4 の基端部 2 4 P E の下端面 2 4 T S は、

図 3 B に示されるように、外周縁近傍 4 箇所に9 0 ° 間隔で位置出し部 2 4

P を有 している。略長方形の位置出し部 2 4 P は、所定の高さを有 しハ

ウジング 1 2 の上端面 1 2 T S に当接されている。これにより、位置出

し部 2 4 P相互間には、所定の隙間が、下端面 2 4 T S とハウジング 1

2 の上端面 1 2 T S との間に形成されることとなる。

[0049] 円筒状のハウジング 1 2 の上端面 1 2 T S における内周縁に近い部分

には、被接着面としての所定の勾配を有する傾斜面 1 2 C が形成されてい

る。これにより、隙間が、端子台 2 4 の基端部 2 4 P E の下端面 2 4

T S と傾斜面 1 2 C との間にも、形成される。傾斜面 1 2 C の端と内周

面 1 2 I S とが交わる環状の交線 1 2 E P は、ハ一メチックガラス 1 4



の上端面 1 4 U E よりも高い位置に形成されている。

[0050] その際、端子台 2 4 の基端部 2 4 P E の下端面 2 4 T S と基端部 2

4 P E の内周面 2 4 I S とが交わる環状の交線 2 4 E P は、ハウジン

グ 1 2 の内周面 1 2 I S (交線 1 2 E P ) の真上 となる位置よりもよ

りも入出力端子群 4 0 a i に近い位置 とされる。

[0051 ] 端子台 2 4 の基端部 2 4 P E の下端面 2 4 T S は、ハウジング 1 2

の上端面 1 2 T S に、シ リコーン系接着剤により接着されている。 これ

により、所定の厚さを有する環状の接着層 1 0 a および接着層 1 O c が、ハ

ウジング 1 2 の上端面 1 2 T S に形成されることとなる。

[0052] また、入出力端子群 4 0 a i が突出するハ一メチックガラス 1 4 の上端面

1 4 U E 全体には、シ リコー ン系接着剤か らなる被覆層 1 0 b が所定の厚さ

で形成されている。

[0053] 被覆層 1 0 b の厚 さは、入出力端子群 4 0 a i の周囲か ら離隔 し基端部 2

4 P E の内周面 2 4 I S に近づ くにつれて入出力端子群 4 0 a i の周囲

の厚さに比 して徐々に大となっている。被覆層 1 O b の上方には、空洞 2 4

A 内の空気層が形成されている。

[0054] 上述 したように、下端面 2 4 T S とハ ウジング 1 2 の上端面 1 2 T

S との間に形成される隙間は、位置出 し部 2 4 P相互間に形成されるので

図 3 A に示される矢印の示す方向に、接着層 1 0 a 内の空気がその隙間を通

じて容易に雰囲気中に押 し出されるとともに、接着層 1 0 c 内の空気が雰囲

気中に放出される。 また、仮に、雰囲気中か ら端子台 2 4 に取 り込まれた

水分が加熱により気化され空気が被覆層 1 O b 内に押 し出され、そのような

空気が気泡 として被覆層 1 0 b 内に発生 した場合であっても、気泡が被覆層

1 0 b 内に滞留することな く、被覆層 1 O b が固化する以前に、気泡が直上

の空洞 2 4 A 内の空気層内に導かれることとなる。従 って、被覆層 1 0 b

が固化 した場合、センサユニッ トの静電気耐力が、低下するような所定量以

上の気泡が固化 した被覆層 1 0 b 内に取 り込まれる虞がない。

[0055] ハ ウジング 1 2 の上端面 1 2 T S およびハ一メチックガラス 1 4 の上



端面全体には、接着層 1 0 a 、被覆層 1 O b 、および、接着層 1 O c からな

るシ リコーン系接着層が静電気保護層として形成されることとなる。従って

、このようにシリコーン系接着剤により静電気保護層が形成されることによ

り、 E S D保護回路の有無に影響されることなく、センサユニットの静電気

耐力が、向上することとなる。

[0056] さらに、図 3 A に示される例においては、隙間が、端子台 2 4 の基端部

2 4 P E の下端面 2 4 T S と傾斜面 1 2 C との間にも、形成されるよ

うに構成されているが、斯かる例に限られることなく、例えば、図4 A に示

されるように、端子台 4 4 の基端部の下端面 4 4 T S の第 2 の斜面 4 4 S 2

が、被接着面としてのハウジング 1 2 の傾斜面 1 2 C に当接されるよう

に構成されてもよい。なお、図4 A において、図 3 A に示される例における

構成要素と同一の構成要素について同一の符号を付 して示 し、その重複説明

を省略する。

[0057] 図 4 A において、入出力端子群 4 0 a i を整列させる端子台 4 4 は、樹脂

材料、例えば、ポ リプチレンテ レフタレ一 卜 （P B T ) を主な成分として成

形されている。端子台 4 4 は、入出力端子群 4 0 a i が揷入される複数個の

孔 4 4 b とともに、内側に所定の容積の空洞部 4 4 A を有 している。所定の

容積を有する空洞部 4 4 A は、円筒状の基端部 4 4 P E の内周面 4 4 I S と

、その基端部 4 4 P E を連結する端子整列部 4 4 T におけるハ一メチックガ

ラス 1 4 の上端面 1 4 U E に向き合う面と、ハ一メチックガラス 1 4 の上端

面とにより囲まれて形成されている。内周面 4 4 I S は、端子台 4 4 の基端

部 4 4 P E の下端面 4 4 T S と所定の角度で交差するように、所定の勾配を

有 している。上述の端子整列部 4 4 T は、互いに離隔 した複数個の孔 4 4 b

を有 し上述の基端部 4 4 P E と直交するように一体に成形されている。

[0058] 端子整列部 4 4 T におけるハ一メチックガラス 1 4 の上端面 1 4 U E に向

き合う内周面には、ハ一メチックガラス 1 4 に向けて突出する環状の突起部

4 4 d が形成されている。突起部 4 4 d の突出長さは、被覆層 1 O b の粘性

等に応 じて設定されている。このように環状の突起部 4 4 d が形成されるこ



とにより、被覆層 1 O b が形成されるとき、塗布された被覆層 1 O b の一部

が、表面張力により突起部 4 4 d と端子台 4 4 の空洞部を形成する内周面で

あってハ一メチックガラス 1 4 の上端面 1 4 U E に略直交する内周面 との間

の狭い空間内に引っ張 られ保持されるので被覆層 1 0 b が端子台 4 4 の空洞

部内における一方側に偏ることな く均一に塗布されることとなる。

[0059] 接着面 としての端子台 4 4 の基端部 4 4 P E の下端面 4 4 T S は、ハウジ

ング 1 2 の上端面 1 2 T S に対 し所定の角度をなす第 1 の斜面 4 4 S 1

と、第 1 の斜面 4 4 S 1 に連なる第 2 の斜面 4 4 S 2 とを有 している。第 2

の斜面 4 4 S 2 のハ ウジング 1 2 の上端面 1 2 T S に対する角度は、第

1 の斜面 4 4 S 1 のハ ウジング 1 2 の上端面 1 2 T S に対する角度に比

して大に設定されている。

[0060] その際、端子台 4 4 の基端部 4 4 P E の下端面 4 4 T S と基端部 4 4 P E

の内周面 4 4 I S とが交わる環状の交線 4 4 E P は、ハウジング 1 2 の内

周面 1 2 I S (交線 1 2 E P ) の真上 となる位置よりもよりも入出力端

子群 4 0 a i に近い位置 とされる。

[0061 ] 端子台 4 4 の基端部 4 4 P E の下端面 4 4 T S は、被接着面 としてのハウ

ジング 1 2 の上端面 1 2 T S に、シ リコーン系接着剤により接着されて

いる。 これにより、所定の厚さを有する環状の接着層 1 0 a および接着層 1

0 c が、ハウジング 1 2 の上端面 1 2 T S に形成されることとなる。

[0062] また、入出力端子群 4 0 a i が突出するハ一メチックガラス 1 4 の上端面

1 4 U E 全体には、シ リコー ン系接着剤か らなる被覆層 1 0 b が所定の厚さ

で形成されている。

[0063] 被覆層 1 0 b の厚 さは、入出力端子群 4 0 a i の周囲か ら離隔 し基端部 4

4 P E の内周面 4 4 I S に近づ くにつれて入出力端子群 4 0 a i の周囲の厚

さに比 して徐々に大となっている。被覆層 1 O b の上方には、空洞 4 4 A 内

の空気層が形成されている。

[0064] 上述 したように、ハ一メチックガラス 1 4 の上端面に塗布された接着剤の

—部が、端子台 4 4 の基端部 4 4 P E の下端面 4 4 T S で押圧され、ハウジ



ング 1 2 の上端面 1 2 T S における端子台 4 4 の基端部 4 4 P E の外周

面に押 し出されるので接着層 1 0 a 内の空気がその隙間を通 じて容易に雰囲

気中に押 し出されるとともに、接着層 1 0 c 内の空気が雰囲気中に放出され

る。また、仮に、雰囲気中から端子台 4 4 に取 り込まれた水分が加熱により

気化され空気が被覆層 1 O b 内に押 し出され、そのような空気が気泡として

被覆層 1 0 b 内に発生 した場合であっても、気泡が被覆層 1 O b 内に滞留す

ることなく、被覆層 1 O b が固化する以前に、気泡が直上の空洞 4 4 A 内の

空気層内に導かれることとなる。従って、被覆層 1 O b が固化 した場合、セ

ンサュニッ卜の静電気耐力が、低下するような所定量以上の気泡が固化 した

被覆層 1 0 b 内に取 り込まれる虞がない。

[0065] さらにまた、図4 A に示される例においては、端子台 4 4 の基端部の下端

面 4 4 T S の第 2 の斜面 4 4 S 2 が、被接着面としてのハウジング 1 2 の

傾斜面 1 2 C に当接されるように構成されているが、斯かる例に限られる

ことなく、例えば、図4 B に示されるように、端子台 5 4 の基端部 5 4 P E

の下端面 5 4 T S の傾斜 した内側端縁 5 4 P が、被接着面としてのハウジン

グ 1 2 の傾斜面 1 2 C に当接されるように構成されてもよい。なお、図

4 B において、図4 A に示される例における構成要素と同一の構成要素につ

いて同一の符号を付 して示 し、その重複説明を省略する。

[0066] 図 4 B において、入出力端子群 4 0 a i を整列させる端子台 5 4 は、樹脂

材料、例えば、ポ リプチレンテレフタレ一 卜 （P B T ) を主な成分として成

形されている。端子台 5 4 は、入出力端子群 4 0 a i が揷入される複数個の

孔 5 4 b とともに、内側に所定の容積の空洞部 5 4 A を有 している。所定の

容積を有する空洞部 5 4 A は、円筒状の基端部 5 4 P E の内周面 5 4 I S と

、その基端部 5 4 P E を連結する端子整列部 5 4 T におけるハ一メチックガ

ラス 1 4 の上端面 1 4 U E に向き合う面と、ハ一メチックガラス 1 4 の上端

面とにより囲まれて形成されている。内周面 5 4 I S は、端子台 5 4 の基端

部 5 4 P E の下端面 5 4 T S と所定の角度で交差するように、所定の勾配を

有 している。上述の端子整列部 5 4 T は、互いに離隔 した複数個の孔 5 4 b



を有 し上述の基端部 5 4 P E と直交するように一体に成形されている。

[0067] 端子台 5 4 の基端部 5 4 P E は、接着面 としてのハウジング 1 2 の上端

面 1 2 T S に対 し略平行な下端面 5 4 T S と、下端面 5 4 T S に連な り下

端面 5 4 T S に対 し所定の角度をなす内側端縁 5 4 P とを有 している。

[0068] その際、端子台 5 4 の基端部 5 4 P E の下端面 5 4 T S に連なる内側端縁

5 4 P と基端部 5 4 P E の内周面 5 4 I S とが交わる環状の交線 5 4 E P の

位置は、ハウジング 1 2 の内周面 1 2 I S (交線 1 2 E P ) の真上 と

なる位置近傍 とされる。

[0069] 端子台 5 4 の基端部 5 4 P E の下端面 5 4 T S は、ハウジング 1 2 の上

端面 1 2 T S に、シ リコーン系接着剤により接着されている。 これにより

、所定の厚さを有する環状の接着層 1 0 a および接着層 1 O c が、ハウジン

グ 1 2 の上端面 1 2 T S に形成されることとなる。

[0070] また、入出力端子群 4 0 a i が突出するハ一メチックガラス 1 4 の上端面

1 4 U E には、シ リコーン系接着剤か らなる被覆層 1 0 b が所定の厚さで形

成されている。

[0071 ] 被覆層 1 0 b の厚 さは、入出力端子群 4 0 a i の周囲か ら離隔 し基端部 5

4 P E の内周面 5 4 I S に近づ くにつれて入出力端子群 4 0 a i の周囲の厚

さに比 して徐々に大となっている。被覆層 1 O b の上方には、空洞 5 4 A 内

の空気層が形成されている。

[0072] 上述 したように、ハ一メチックガラス 1 4 の上端面に塗布された接着剤の

—部が、端子台 5 4 の基端部 5 4 P E の下端面 5 4 T S で押圧され、ハウジ

ング 1 2 の上端面 1 2 T S における端子台 5 4 の基端部 5 4 P E の外周

面に押 し出されるので接着層 1 0 a 内の空気がその隙間を通 じて容易に雰囲

気中に押 し出されるとともに、接着層 1 0 c 内の空気が雰囲気中に放出され

る。 また、仮に、雰囲気中か ら端子台 5 4 に取 り込まれた水分が加熱により

気化され空気が被覆層 1 O b 内に押 し出され、そのような空気が気泡 として

被覆層 1 0 b 内に発生 した場合であっても、気泡が被覆層 1 O b 内に滞留す

ることな く、被覆層 1 O b が固化する以前に、気泡が直上の空洞 5 4 A 内の



空気層内に導かれることとなる。従って、被覆層 1 O b が固化 した場合、セ

ンサュニッ卜の静電気耐力が、低下するような所定量以上の気泡が固化 した

被覆層 1 0 b 内に取 り込まれる虞がない。

[0073] 図 4 B に示される例においては、端子台 5 4 の基端部 5 4 P E の下端面 5

4 T S の傾斜 した内側端縁 5 4 P が、被接着面としてのハウジング 1 2 の

傾斜面 1 2 C に当接されるように構成されているが、その代わりに、例え

ば、図4 C に示されるように、端子台 6 4 の基端部 6 4 P E の下端面 6 4 T

S の端に形成される突起部 6 4 P が、被接着面としてのハウジング 1 2 の

傾斜面 1 2 C に当接されるように構成されてもよい。なお、図4 C におい

て、図4 B に示される例における構成要素と同一の構成要素について同一の

符号を付 して示 し、その重複説明を省略する。

[0074] 入出力端子群 4 0 a i を整列させる端子台 6 4 は、樹脂材料、例えば、ポ

リブチレンテレフタレ一 卜 （P B T ) を主な成分として成形されている。端

子台 6 4 は、入出力端子群 4 0 a i が揷入される複数個の孔 6 4 b とともに

、内側に所定の容積の空洞部 6 4 A を有 している。所定の容積を有する空洞

部 6 4 A は、円筒状の基端部 6 4 P E の内周面 6 4 I S と、その基端部 6 4

P E を連結する端子整列部 6 4 T におけるハ一メチックガラス 1 4 の上端面

1 4 U E に向き合う面と、ハ一メチックガラス 1 4 の上端面 1 4 U E とによ

り囲まれて形成されている。内周面 6 4 I S は、端子台 6 4 の基端部 6 4 P

E の下端面 6 4 T S と所定の角度で交差するように、所定の勾配を有 してい

る。上述の端子整列部 6 4 T は、互いに離隔 した複数個の孔 6 4 b を有 し上

述の基端部 6 4 P E と直交するように一体に成形されている。

[0075] 端子台 6 4 の基端部 6 4 P E は、接着面としてのハウジング 1 2 の上端

面 1 2 T S に対 し略平行な下端面 6 4 T S と、下端面 6 4 T S に連なり下

端面 6 4 T S の端に対 し上端面 1 2 T S に向けて突出する突起部 6 4 口と

を有 している。

[0076] その際、端子台 6 4 の基端部 6 4 P E の下端面 6 4 T S に連なる突起部 6

4 P と基端部 6 4 P E の内周面 6 4 I S とが交わる環状の交線 6 4 E P の位



置は、ハ ウジング 1 2 の内周面 1 2 I S (交線 1 2 E P ) の真上 とな

る位置近傍 とされる。

[0077] 端子台 6 4 の基端部 6 4 P E の下端面 6 4 T S は、ハ ウジング 1 2 の上

端面 1 2 T S に、シ リコーン系接着剤 により接着 されている。 これにより

、所定の厚 さを有する環状の接着層 1 0 a および接着層 1 O c が、被接着面

と してのハ ウジング 1 2 の上端面 1 2 T S に形成 されることとなる。

[0078] また、入出力端子群 4 0 a i が突出するハ一メチ ックガラス 1 4 の上端面

1 4 U E には、シ リコーン系接着剤か らなる被覆層 1 0 b が所定の厚 さで形

成 されている。

[0079] 被覆層 1 0 b の厚 さは、入出力端子群 4 0 a i の周囲か ら離隔 し基端部 6

4 P E の内周面 6 4 I S に近づ くにつれて入出力端子群 4 0 a i の周囲の厚

さに比 して徐 々に大 となっている。被覆層 1 O b の上方には、空洞 6 4 A 内

の空気層が形成 されている。

[0080] 上述 したように、ハ一メチ ックガラス 1 4 の上端面に塗布 された接着剤の

—部が、端子台 6 4 の基端部 6 4 P E の下端面 6 4 T S で押圧され、ハ ウジ

ング 1 2 の上端面 1 2 T S における端子台 6 4 の基端部 6 4 P E の外周

面に押 し出されるので接着層 1 0 a 内の空気がその隙間を通 じて容易に雰囲

気中に押 し出されるとともに、接着層 1 0 c 内の空気が雰囲気中に放出され

る。 また、仮 に、雰囲気中か ら端子台 6 4 に取 り込 まれた水分が加熱 により

気化され空気が被覆層 1 O b 内に押 し出され、そのような空気が気泡 と して

被覆層 1 0 b 内に発生 した場合であっても、気泡が被覆層 1 O b 内に滞留す

ることな く、被覆層 1 O b が固化する以前 に、気泡が直上の空洞 6 4 A 内の

空気層内に導かれることとなる。従 って、被覆層 1 O b が固化 した場合、セ

ンサュニ ッ 卜の静電気耐力が、低下するような所定量以上の気泡が固化 した

被覆層 1 0 b 内に取 り込 まれる虞がない。

[0081 ] 以上の説明において、上述の圧力センサの一例 を構成する構成要素の相対

位置関係をあ らわす 「上下」の概念は、図 1 、図 2 、図 3 A 、図 3 B 、およ

び、図 4 A 〜図 4 C に示される各構成要素の相対位置関係をあ らわす 「上下



」に対応するものであ り、圧力センサの一例 における実際の設置、使用にお

いては、圧力センサの構成要素の相対位置関係は、そのような 「上下」の概

念 に限定されるものではない。

上述の例 においては、絶縁性接着剤 と してシ リコ一ン系接着剤 について説

明 したが、本発明はシ リコー ン系接着剤 に限 らず、硬化する際に接着層内に

気泡が発生する接着剤 に対 しても同等の効果 を得 ることがで きる。



請求の範囲

圧力を検 出 し検 出出力信号 を送出するセンサチ ップと、センサチ ッ

プか らの信号 を送出する少な くとも 1 本の出力用端子 と、該出力用端

子を支持するハ一メチ ックガラスを含むハ ウジングと、前記出力用端

子が突出するハーメチ ックガラスの端面 を被覆する被覆層 と、 を含ん

でなるセンサュニ ッ 卜と、

前記ハ ウジングの端面 に接着 される接着面 を有する端子整列部材 と

、前記センサユニ ッ トと、 を収容するセンサユニ ッ ト収容部 と、 を備

え、

該端子整列部材の接着面が、該接着面および前記ハ ウジングの端面

相互間に所定の隙間を形成するように、該ハ ウジングの端面 に対 し傾

斜 し、該隙間が、前記ハ ウジングの内周面か ら離隔するにつれて大 と

なることを特徴 とする圧力センサ。

空洞部が、前記端子整列部材 と前記被覆層 との間に形成 されること

を特徴 とする請求項 1 記載の圧力センサ。

前記端子整列部材の接着面は、該接着面および前記ハ ウジングの端

面相互間に所定の隙間を形成するように、該ハ ウジングの被接着面 に

当接 される傾斜面 を有することを特徴 とする請求項 1 記載の圧力セン

サ。

前記端子整列部材の接着面は、該接着面および前記ハ ウジングの端

面相互間に所定の隙間を形成するように、該ハ ウジングの被接着面 に

当接 される突起部 を有することを特徴 とする請求項 1 記載の圧力セン

サ。

圧力を検 出 し検 出出力信号 を送出するセンサチ ップと、センサチ ッ

プか らの信号 を送出する少な くとも 1 本の出力用端子 と、該出力用端

子を支持するハ一メチ ックガラスを含むハ ウジングと、前記出力用端

子が突出するハーメチ ックガラスの端面 を被覆する被覆層 と、 を含ん

でなるセンサュニ ッ 卜と、



前記ハ ウジングの端面 に接着 される接着面 を有する端子整列部材 と

、前記センサユニ ッ トと、 を収容するセンサユニ ッ ト収容部 と、 を備

え、

前記端子整列部材の接着面は、該接着面および前記ハ ウジングの端

面相互間に所定の隙間を形成するように位置出 し部 を備 えることを特

徴 とする圧力センサ。

[ 請求項 6 ] 接着層が、前記端子整列部材の外周面、 および、前記ハ ウジングの

被接着面 に連なる平面 に臨む部分 に、 さ らに形成 されることを特徴 と

する請求項 1 または請求項 5 記載の圧力センサ。
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